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私
は
昨
今
横
須
賀
に
住
ん
で
、
夙
に
病
弱
の
療
養
に
専
念
し
て
ゐ
る
。
そ

れ
を
第
一
の
仕
事
に
し
て
ゐ
る
。
小
田
原
か
ら
こ
こ
に
移
つ
て
、
二
ヶ
月
あ

ま
り
経
つ
た
。
私
に
と
つ
て
の
療
養
の
第
一
は
酒
を
慎
し
む
こ
と
で
あ
る
。

寧
ろ
絶
対
に
酒
の
色
香
を
忘
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
私
は
従
来
、

あ
ま
り
に
久
し
く
恋
愛
に
迷
つ
た
た
め
し
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
昔
学
生
服

を
着
て
ゐ
た
時
分
に
、
忘
れ
給
へ
、
忘
れ
給
へ
、
否
応
な
く
忘
れ
る
よ
り
他

は
ど
う
す
る
と
い
ふ
術
の
あ
り
や
う
筈
は
な
い
ん
だ
も
の
　
　
と
い
ふ
や
う

な
こ
と
を
友
達
か
ら
云
は
れ
て
も
容
易
に
忘
れ
る
こ
と
の
叶
は
な
か
つ
た
一

つ
二
つ
の
思
ひ
出
は
持
つ
て
ゐ
る
。
忘
れ
ら
れ
な
い
で
、
半
年
も
一
年
も
ぼ

ん
や
り
し
て
独
り
で
汽
車
に
乗
る
こ
と
を
専
ら
に
し
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
と
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こ
ろ
が
昨
今
僕
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
云
ふ
友
達
は
在
る
筈
も
な
い
の
だ
が
、

酒
を
飲
み
た
が
ら
う
と
す
る
自
分
に
向
つ
て
、
別
の
自
分
が
友
達
と
な
つ
て
、

忘
れ
給
へ
、
忘
れ
給
へ
、
否
応
な
く
忘
れ
る
よ
り
他
は
　
　
と
忠
告
し
て
、

天
気
で
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
散
策
へ
誘
ひ
出
す
の
だ
。
軍
艦
を
見
学
し
、
飛
行

場
へ
通
ひ
、
ま
た
あ
ち
こ
ち
の
灯
台
を
訪
ね
た
。
今
日
は
家
内
と
連
れ
だ
つ

て
浦
賀
へ
向
つ
た
。
湘
南
電
車
の
終
点
か
ら
久
里
浜
へ
向
ふ
バ
ス
に
、
「
ペ

ル
リ
行
」
と
い
ふ
札
が
掛
つ
て
ゐ
た
。
土
地
の
者
ら
し
い
人
は
、
皆
な
、
た

だ
、
「
ペ
ル
リ
」
と
云
つ
て
切
符
を
買
つ
た
。
僕
は
、
あ
の
、
…
…
あ
の
…

…
そ
の
、
ペ
ル
リ
の
記
念
碑
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
と
吃
つ
て
切
符
を
買
つ

た
。
そ
し
て
私
は
あ
わ
て
て
案
内
書
を
読
み
は
じ
め
て
ゐ
た
。
「
…
…
湘
南

浦
賀
駅
ヨ
リ
県
道
ニ
添
ウ
テ
浦
賀
園
ヲ
左
ニ
見
ツ
ツ
久
里
浜
村
ヘ
入
リ
、
村
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役
場
前
ヲ
左
ニ
折
レ
テ
十
余
町
ス
レ
バ
浜
辺
へ
出
ル
ナ
リ
、
即
チ
茲
ハ
嘉
永

六
年
六
月
九
日
米
ノ
水
師
提
督
ペ
ル
リ
氏
ガ
吾
ガ
幕
府
ナ
ル
井
戸
石
見
守
浦

賀
奉
行
戸
田
伊
豆
守
等
ガ
衝
ニ
当
ツ
テ
応
接
セ
ル
所
ナ
リ
、
（
略
）
此
ノ
記

念
碑
ノ
前
ニ
立
チ
テ
史
ヲ
繙
キ
ツ
ツ
当
時
ノ
劇
的
情
景
ヲ
想
起
シ
六
十
余
年

後
ノ
今
日
ニ
思
ヒ
至
レ
バ
、
ウ
タ
タ
感
慨
無
量
ノ
念
ニ
駆
ラ
レ
ザ
ル
者
ヤ
ア

ラ
ン
（
略
）
ペ
ル
リ
氏
一
行
ヲ
応
接
所
へ
先
ヅ
案
内
シ
タ
ル
ハ
浦
賀
ノ
与
力

中
島
三
郎
助
ニ
シ
テ
、
ア
タ
リ
ノ
警
備
ノ
物
々
シ
サ
ハ
実
ニ
ヤ
言
語
ニ
絶
シ

タ
ル
厳
メ
シ
サ
ナ
リ
キ
、
中
ニ
ハ
干
鰯
俵
ヲ
積
ミ
重
ネ
タ
ル
其
上
ニ
野
砲
ノ

筒
先
ヲ
揃
ヘ
テ
威
嚇
ヲ
バ
試
ミ
、
ハ
タ
又
千
代
ヶ
崎
ナ
ル
平
根
台
場
ニ
ハ
多

ク
ノ
釣
鐘
、
半
鐘
ノ
口
ヲ
並
ベ
テ
海
ノ
上
ナ
ル
黒
船
目
ガ
ケ
テ
向
ケ
置
キ
シ

等
今
日
ニ
シ
テ
考
フ
ル
ナ
レ
バ
実
ニ
モ
誠
ニ
噴
飯
笑
止
ノ
至
リ
ナ
リ
。
」
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私
は
そ
の
如
き
文
章
を
読
ん
だ
が
、
い
さ
さ
か
も
噴
飯
ノ
至
リ
、
に
は
な

ら
な
か
つ
た
。
忘
れ
給
へ
、
忘
れ
給
へ
と
専
ら
に
唱
へ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
運

動
の
效
目
を
覚
え
れ
ば
覚
え
る
ほ
ど
、
恋
し
い
人
に
別
れ
た
後
の
や
う
な
、

冷
た
い
や
う
な
、
切
な
い
や
う
な
、
一
条
の
光
の
や
う
な
箭
に
、
間
断
も
な

く
颯
々
と
胸
先
を
射
ら
れ
て
来
る
の
で
あ
つ
た
。
あ
の
や
う
な
も
の
の
色
香

に
迷
つ
て
は
な
ら
ぬ
、
攻
め
寄
せ
て
来
る
煩
悩
な
ら
ば
鋒
を
構
へ
よ
と
胴
震

ひ
し
て
、
眼
を
据
ゑ
る
の
で
あ
る
が
、
私
の
台
場
に
筒
口
を
そ
ろ
へ
る
威
嚇

砲
は
、
や
は
り
釣
鐘
や
半
鐘
の
擬
態
で
あ
つ
て
首
尾
好
く
そ
れ
で
嚇
し
切
れ

れ
ば
物
怪
の
幸
ひ
だ
つ
た
が
、
火
花
を
散
ら
す
実
戦
の
あ
か
つ
き
を
想
像
す

る
と
、
誠
に
戦
々
兢
々
た
る
半
鐘
の
大
砲
に
他
な
ら
な
か
つ
た
。
十
一
月
二

十
八
日
夜
、
ど
う
や
ら
私
は
白
面
で
あ
つ
た
の
は
、
こ
ん
な
愚
か
な
随
筆
を

6ペルリ行



書
い
た
こ
と
が
証
拠
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
牧
野
信
一
全
集
第
六
巻
」
筑
摩
書
房

　
　
　2003
（
平
成15

）
年5

月10

日
初
版
第1

刷

底
本
の
親
本
：
「
牧
野
信
一
全
集3

﹇
＃
「3

」
は
ロ
ー
マ
数
字3

、1-13-23

﹈
」
第
一
書
房

　
　
　1937

（
昭
和12
）
年7
月15

日

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-

86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
宮
元
淳
一

校
正
：
門
田
裕
志
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2011

年9

月30

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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